
演習問題 V の解答例： 

 

１）重力変換機の原理を説明し、加えられる力 Fを求めよ。 

 

加えられた力Ｆが振子型に設置されたおもりＷと釣合う 

ことにより、加えられた力を次式で算出する。 
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２）次の常微分方程式を解け。ただし，mは質量，gは重力加速度， k は抵抗の係数とする. 
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 回答例：       
とおく。 →         ， v について解く。 

 
                    （C1は積分定数） 

       
  もう一度積分して、x について解くと 
                     

               （C2は積分定数） 
  
 が得られる。 
 

３）ロードセルの原理を説明せよ 

   ひずみゲージを力センサとして用いるために 

は，まず弾性体の表面にひずみゲージを接着し，  

弾性体に加わる力によるひずみを測定する。 

   4 つのひずみゲージ A, B, C および Dを弾性 

体に図示のようにはり付け，抵抗の変化をホイ 

ートストンブリッジにより測定する。 

   この場合、縦方向のひずみに対しては A，C 

のゲージの抵抗変化率は 
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となり、横方向のひずみに対しては B，Dのゲージの抵抗変化率は 

 

 

となる。ただし、νR：弾性体のポアソン比である。よって、RA=RB=RB C=RD=Rとすると、

ホイートストンブリッジ出力電圧の変化△eは 

により 

 

 

 

 

 

 

が得られる。 

次に、弾性体に加えられた力、加重Ｗ（Ｎ）は、Ｗ＝σＳ＝εＥ ｓ Ｓにより
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が得られる。ただし、σ(Pa), Es(Pa), S(m
2)はそれぞれ弾性体の応力、ヤング率、断

面積である。 


